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留 学 生
りゅうがくせい

のための生活
せいかつ

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

 
～Living Guide for International Student in Kagoshima～ 

このガイドブックは，鹿児島で新たに生活する留学生をはじめとした 
外国人の方々に少しでも早く鹿児島での生活に慣れてもらうために作成しました。 

お知り合いの外国人の方がいらっしゃいましたら是非教えてあげてください。 
 〈掲載項目〉 

留学生に関係の深い法律・日常生活・奨学金・緊急    
災害・医療・年金・交通・外国人総合相談窓口等々 
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鹿児島県国際交流協会 

     



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

鹿児島県の在住外国人の数は，年々増加傾向にあります。               
『国際交流ひろば』では，鹿児島で頑張る在住外国人の鹿児島での暮らし等についてご紹介  
しています。今回は，県内在住で台湾ご出身の黄 維恩さんをご紹介します。 

２ 



   

か
つ
て
か
ら
外
国
と
の
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
鹿
児
島
。
鹿
児
島
に
居
な
が
ら
に
し
て
世
界
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。  

  
 
  

  
  

 

今
回
は
，
鉄
砲
伝
来
の
島
、
種
子
島
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

３ 

「
か
ご
し
ま
か
ら
見
え
る
世
界
」 v

o
l.2

0
 

 

「
種
子
島
」 

〔
岬
に
立
っ
て
見
え
る
も
の
〕 

鹿
児
島
空
港
か
ら
フ
ラ
ン
ス
製
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
に
乗
っ
て
南
へ
約

一
時
間
。
南
北
に
細
長
い
種
子
島
の
南
端
・
門
倉
岬
に
立
つ
と
、
目
の

前
に
太
平
洋
の
黒
潮
が
雄
大
に
広
が
っ
て
実
に
気
持
ち
が
い
い
。
陸

地
側
に
目
を
転
じ
る
と
、
眼
下
に
岩
礁
の
点
在
す
る
前
之
浜
が
見

え
る
。 

日
本
本
土
が
戦
国
時
代
真
っ
最
中
の
一
五
四
三
年
八
月
二
十
五

日
、
こ
の
浜
に
異
形
の
巨
船
が
漂
着
し
た
。

船
は
中
国
（
当
時
は
明
国
）
か
ら
で
、
明
国

人
、
琉
球
人
に
交
じ
っ
て
三
人
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
も
乗
船
し
て
い
る
。
手
に
し
て
い
た
の

が
、
戦
国
の
世
を
変
え
た
「
鉄
砲
（
種
子
島

火
縄
銃
）
」
で
あ
る
。
地
元
民
に
救
助
さ
れ

た
彼
ら
は
、
大
き
く
破
損
し
た
船
と
と
も
に

西
之
表
（
赤
尾
木
）
に
曳
航
さ
れ
、
島
主
・

種
子
島
時
堯
か
ら
手
厚
い
も
て
な
し
と
船

の
修
繕
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。 

門
倉
岬
に
は
こ
の
邂
逅
を
記
す
鉄
砲
傳

来
紀
功
碑
が
あ
り
、
前
之
浜
に
は
葡
國
人

上
陸
之
地
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。
ま
た
、
岬

突
端
に
は
当
時
の
船
（
南
蛮
船
）
を
模
し
た

展
望
デ
ッ
キ
が
あ
り
、
西
を
見
や
る
と
海
上

に
山
々
が
そ
そ
り
立
つ
屋
久
島
が
望
め
る
。 

 

〔
鉄
砲
の
博
物
館
〕 

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
鉄
砲
伝
来
の

島
と
な
っ
た
種
子
島
に
は
、
そ
れ
を
含
め

た
歴
史
を
紹
介
す
る
博
物
館
が
あ
る
。

西
之
表
市
の
種
子
島
開
発
総
合
セ
ン
タ

ー
（
通
称
：
鉄
砲
館
）
。
早
速
訪
問
し
て

鉄
砲
伝
来
の
ジ
オ
ラ
マ
人
形
劇
を
鑑
賞

す
る
。 

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
漂
着
当
時
、
外
部
勢

力
と
の
領
地
争
い
で
苦
戦
し
て
い
た
時

堯
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
実
演
す
る
鉄
砲

の
威
力
に
驚
き
、
大
金
を
遣
っ
て
二
挺
を

買
い
取
る
と
、
島
の
刀
鍛
冶
を
総
動
員

し
て
鉄
砲
づ
く
り
を
命
じ
た
。
惣
鍛
冶

八
板
金
兵
衛
も
そ
の
優
れ
た
腕
で
銃
の

模
作
に
努
め
る
が
、
銃
腔
の
底
を
塞
ぐ
た
め
の
「
ネ
ジ
」
の
作
り
方
が

ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
。
当
時
の
日
本
に
は
「
ネ
ジ
式
で
閉
め
る
」

と
い
う
仕
組
み
が
な
か
っ
た
の
だ
。 

 ～
こ
こ
か
ら
先
は
、
「
物
語
」
～ 

金
兵
衛
に
は
若
狭
（
わ
か
さ
）
と
い
う
親
思
い
の
美
し
い
娘
が
い

た
。
ネ
ジ
の
難
題
で
苦
し
む
父
の
姿
を
見
て
、
若
狭
は
島
に
逗
留
し

て
い
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
助
け
を
も
と
め
る
。
美
し
い
若
狭
に
以
前
か

ら
惹
か
れ
て
い
た
彼
は
、
自
分
と
一
緒
に
母
国
に
帰
る
こ
と
を
条
件

に
若
狭
の
要
望
に
応
え
、
金
兵
衛
に
ネ
ジ
つ
く
り
の
技
術
を
教
え

た
。
や
が
て
見
事
な
種
子
島
火
縄
銃
を
完
成
さ
せ
た
金
兵
衛
と
涙

の
別
れ
を
し
た
若
狭
は
、
件
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
一
緒
に
修
理
を
終

え
た
南
蛮
船
に
乗
っ
て
島
を
離
れ
て
い
っ
た
と
さ
。 

人
形
劇
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
博
物
館
の
驚
き
は
、
そ
の
名

の
と
お
り
、
伝
来
当
時
の
鉄
砲
や
金
兵
衛
作
第
一
と
伝
え
ら
れ
る

鉄
砲
を
始
め
、
イ
ギ
リ
ス
や
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
シ
ア
な
ど
国
内
外
の
古
式

銃
約
百
挺
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
中
に
は
ア
メ
リ
カ
の
南
北

戦
争
終
結
後
、
薩
摩
藩
が
大
量
に
買
い
入
れ
戊
辰
戦
争
で
広
く
使

用
さ
れ
た
銃
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
製
エ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
銃
も
あ
る
。 

 

〔
ヴ
ィ
ラ
・ド
・ビ
ス
ポ
市
と
の
交
流
〕 

西
之
表
市
は
、
鉄
砲
伝
来
四
百
五
十
周
年
を
契
機
に
、
大
航
海

時
代
を
拓
い
た
初
代
サ
グ
レ
ス
号
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
の

縁
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
南
部
の
海
に

面
し
た
町
・
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
ビ
ス
ポ

市
（Vila

 d
o
 B

is
p

o

＝
司
教
の

村
の
意
）
と
の
間
で
、
一
九
九
三

年
十
月
一
日
姉
妹
都
市
盟
約

を
結
ん
だ
。
そ
の
両
市
の
つ
な
が

り
や
交
流
を
紹
介
す
る
写
真
や

パ
ネ
ル
、
記
念
品
な
ど
が
鉄
砲
館

の
二
階
に
所
狭
し
と
展
示
さ
れ

て
い
る
。  

      
 

ま
た
、
同
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

海
軍
が
誇
る
大
型
練
習
帆
船
サ
グ
レ
ス
号
（
三
代
目
）
が
二
度
に
わ

た
っ
て
西
之
表
港
に
寄
港
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
同
船
長
の
「
我
々
が
今
回
持
っ
て
き
た
の
は
通
商
話
や
鉄
砲
で

は
な
く
、
乗
組
員
全
員
の
温
か
い
心
で
す
」
の
言
葉
が
な
か
な
か
コ
ジ

ャ
レ
て
い
る
。 

ち
な
み
に
、
西
之
表
港
前
に
は

同
船
の
名
前
を
冠
し
た
「
サ
グ
レ

ス
通
り
」
が
あ
り
、港
突
端
の
「
日

ポ
み
な
と
広
場
」
に
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
か
ら
贈
ら
れ
た
「
海
の
男
の

像
」
が
建
っ
て
い
る
。
毎
年
夏
に
行

わ
れ
る
「
鉄
砲
ま
つ
り
」
で
は
、
種

子
島
火
縄
銃
保
存
会
に
よ
る
火

縄
銃
の
試
射
が
迫
力
満
点
で
披

露
さ
れ
、
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

や
明
国
人
に
扮
し
た
市
民
の
乗

る
山
車
も
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す

る
。 

 

〔
ポ
ル
ト
ガ
ル
だ
け
じ
ゃ
な
い
〕 

黒
潮
の
流
れ
に
位
置
す
る
種

子
島
に
は
、
鉄
砲
伝
来
の
み
な
ら

ず
様
々
な
国
の
船
が
流
れ
着
い
て

き
た
。
明
治
期
に
お
い
て
は
、
一

八
八
五
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
商
船

カ
シ
ミ
ア
号
が
、
折
か
ら
の
暴
風

雨
に
よ
り
遭
難
し
、
乗
組
員
十
二

名
が
島
の
東
岸
（
立
山
と
伊
関
）

に
漂
着
し
て
い
る
。
漂
着
後
、
地
元
村
民
に
手
厚
く
介
抱
さ
れ
た
こ

と
に
米
国
政
府
が
大
い
に
感
謝
し
、大
統
領
名
で
救
助
者
と
両
村
に

金
メ
ダ
ル
や
金
五
千
ド
ル
の
謝
金
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。
両
地
区
、
学

校
に
は
そ
れ
ぞ
れ
漂
着
記
念
碑
及
び
紀
徳
碑
が
建
て
ら
れ
、
金
メ
ダ

ル
は
鉄
砲
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
一
八
九
四
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
帆

船
ド
ラ
ム
エ
ル
タ
ン
号
が
南
種
子
町
の
海
岸

に
漂
着
し
、
住
民
に
救
助
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

際
、
同
船
に
積
ま
れ
て
い
た
鶏
（
尾
羽
が
短
い

イ
ギ
リ
ス
固
有
種
）
十
一
羽
が
お
礼
と
し
て

地
元
の
人
々
に
贈
ら
れ
、
今
日
で
も
「
イ
ン
ギ

ー
鶏
」
と
呼
ん
で
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
。

地
元
の
花
峰
小
学
校
で
も
飼
育
舎
で
児
童

が
大
切
に
育
て
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
ム
エ
ル
タ

ン
号
遭
難
を
題
材
に
し
た
創
作
劇
を
上
演

す
る
な
ど
、
英
国
と
の
交
流
の
絆
を
紡
い
で

い
る
。 

 

〔
世
界
へ
、宇
宙
へ
〕 

一
市
二
町
で
総
人
口
三
万
人
余
り
の
小
さ
な
島
な
が
ら
、
種
子

島
に
は
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
海
外
各
国
の
貿
易
商

人
や
宗
教
者
た
ち
が
上
陸
し
て
き
た
。
島
民
た
ち
も
広
い
心
で
こ
れ

ら
の
来
訪
者
た
ち
を
快
く
迎
え
、
文
物
の
や
り
取
り
を
し
、
世
界
に

目
を
向
け
た
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。 

今
日
、
種
子
島
は
我
が
国
最
大
の
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
施
設
で
あ

る
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を

持
ち
、
そ
の
視
線
は
大
き
く
宇

宙
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
入
場

無
料
の
宇
宙
科
学
技
術
館
を

は
じ
め
、
島
内
に
は
あ
ち
こ
ち

に
宇
宙
関
連
の
施
設
が
点
在

し
、
街
の
あ
ち
こ
ち
に
は
先
日

の
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
成

功
を
祝
う
横
断
幕
が
道
路
脇

な
ど
に
張
ら
れ
て
い
る
。
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
の
時
代
に
あ
っ
て
、
種

子
島
か
ら
世
界
へ
、
そ
し
て
宇
宙
へ
、
心
が
無
限
に
飛
び
立
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
「
コ
ス
モ
ポ
ー
ト
（
宇
宙
港
）
種
子
島
」
と
名
付
け

ら
れ
た
空
港
か
ら
帰
り
の
飛
行
機
に
飛
び
乗
っ
た
。 

 

＝
＝
後
記
＝
＝ 

本
シ
リ
ー
ズ
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
海
外
渡
航
せ
ず
と
も
県
内

で
海
外
へ
の
窓
を
の
ぞ
き
見
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
紹
介
す
る
」

趣
旨
で
始
め
た
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
５
類
に
移
行
し
、
海

外
と
の
往
来
も
復
活
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
役
目
を
終
え
た
も
の
と

考
え
、
今
回
の
第
二
十
回
を
持
っ
て
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。 

拙
文
な
が
ら
、
毎
回
お
目
通
し
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
筆
者
） 

鉄砲館 

海の男の像 米国人漂着地址 

インギー鶏 

宇宙が丘公園 

門倉岬 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界           便り 
     

世界各地で活躍する鹿児島ゆかりの方からのお便りです 

１．グアムの地理と気候 

海洋性亜熱帯気候である 。平均気温２７度

で１年を通じて泳ぐことができる。６月〜１０月

が雨季，１１月〜５月が乾季。雨季には年間降

雨量の４分の３の雨が降るが，概ね熱帯性スコ

ールであり，日本の梅雨期ほどうっとうしくはな

い。年間平均雨量は、２，５９３ミリである。  

また，ミクロネシア方面で発生した台風の通

過路に位置する関係上，台風の襲来を受ける

ことが多い。令和５年５月には台風「マーワー」

が直撃し，停電と断水が約２週間続いたため，

本校も休校した 。現在でも計画停電が続いて

いるところがある。台風保険も存在する。  

 

２．国民 

古来よりマリアナ諸島に居住しているチャモ

ロ人 (約４０% ) ， フ ィ リピン人 (約２５% ) ， その

他アメリカ人や日本人などが居住している (日

本人の在留届登録者

は約 3 , 1 6 1 人 ) 。 約

3 0 0 年に及ぶスペイ

ン統治の影響からカト

リック教徒が多い。  

 

３．歴史と文化 

グアムの先住民はチャモロ人であるが，１５２

１年マゼランが上陸した。１５６ ５年にはスペイ

ンの探検家レガスピーが島のスペイン領土を

宣言し，その後３００年以上もの間，１８９８年ア

メリカ・スペイン戦争中にアメリカに譲渡される

までスぺインに統治されていた。教会や石造り

の家並み，地名のスペルと読み方など，統治時

代の名残は現在でも島内各地で数多く見られ

る。  

１ ９ ４ １年 ，第２次世界大戦勃発と同時に日

本軍がグアムに上陸し，アメリカ軍によって奪

還されるまでの２年７ヶ月間，日本によって統

治された。アメリカ建国以来，米国領が占領さ

れたのはこの時だけとのこと。その後，アメリカ

がグアム自治法に署名し，グアム島民にアメリ

カ市民権が与えられ，グアムはアメリカ準州と

なった。住民はアメリカ合衆国市民であるが大

統領選挙・上下院選挙など連邦政府の参政権

はない。また，関税など日本の国税に当たる連

邦 税 納 税 の 義 務 も な い 。 グ ア ム 島 全 域 が

D u t y  F r e e と言われる所以である。  

 

４．グアム日本人学校の様子 

グアム日本人学校は，英語圏では数少ない日本人学

校の１つである。グアム日本人会が母体となって運営を

行い，日本国内における義務教育と同等の「日本人とし

ての教育を行う」ことを基本としている。幼稚部，小学部，

中学部が設置され，令和５年度で創立３５周年を

迎えた。「夢があり 世界に羽ばたく子」を校訓にし，グ

アムの地域性を生かし，国際性を身につけ，心豊かなた

くましい子を育てることを目指している。コロナ前は   

１００名以上いた児童生徒数が今は６０名前後

に減ってしまったが，子どもたちは「深く学ぶ子 共に

生きる子 がんばりぬく子」を目標に毎日，暑さに負けず

明るく元気に学校生活を送っている。児童生徒の半数

以上が両親を日本人としないハーフやクォーターの割

合が高く，中には両親ともに日本人ではなく，日本国籍

を持っていない児童生徒もいる。そのため，英語優位な

児童生徒が多い。 

このような実態が本校にはあるが，文部科学省から

派遣された教員と現地採用の教員で協力しながら，日

本国内の学校と同じカリキュラムの授業を行っている。

先程述べたように，英語優位な児童生徒が多いことか

ら特に国語や日本語教育には力を入れている最中で

ある。 

また ，グアム日本人補習授業校が併設され

ており，平日の放課後と土曜日に国語と算数，

習道，日本語会話の

授 業 が 行 わ れ て い

る 。現地の学校に通

わせながら 「日本の

教 育 も 受 け さ せ た

い 」 「日本語を維持

したい」という願いを

もつ保護者が多い。  

 

５．最後に 

つたない文章を最後まで読んでくださり，ありがとう

ございます。グアム＝リゾー

ト地というイメージを一歩超

え，もっとグアムのことを知っ

ていただけたら嬉しいです。

日本から飛行機で約４時

間。皆さん，鹿児島の離島と

は違った島を味わいに来て

ください！ 

 富岡 杏菜 （とみおか あんな） グアム在住 

 

グアム日本人学校 教諭 

原籍校 肝付町立波野小学校  

教諭 

グアムの旗 

グアム日本人学校（中庭） 

グアムの海 
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NPO 法人国際理解プログラム研究会 

◆どんな活動をしていますか? また，県民の方はどのように関わることができますか? 

   県内の保育園・幼稚園，小・中・高等学校で留学生との異文化コミュニケーションを   

推進，民族衣装（約 100 着）試着，外国のダンス・歌・楽器等で異文化を体感し，  

外国人に触れる。要請があれば出張します。 

鹿児島市 

◆国際理解プログラム研究会とはどのような団体ですか?    

   幼少・青少年期から外国人や異文化に触れさせ多様性のある思考力，行動力

を備えた人間形成をベースに，社会貢献をできる人づくりを目的とする団体です。 

◆県民の方へメッセージをお願いします。 

  鹿児島在住の留学生と一緒に「歌ったり踊ったり遊んだり食べたり等」して楽しい時間

を過ごしてみませんか? 

子どもから大人まで国際交流にチャレンジ!半歩 踏み出す小さな勇気で十分! 

NPO 法人国際理解プログラム研究会  
TEL: 099-298-3866/ 080-6442-7687(代表 大重様) 
Email: kokusairikaip@yahoo.co.jp 
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 JICA 海外協力隊春募集開始まであと少し！ 

鹿児島県
か ご し ま け ん

国際
こ く さ い

交流
こ う り ゅ う

協会内
き ょ う か い な い

 
TEL:０７０－７６６２－４５４１ 
E-mail:kiasoudan@gmail.com     Facebook 

外国人
が い こ く じ ん

総合
そ う ご う

相談
そ う だ ん

窓口
ま ど ぐ ち

  

鹿児島
か ご し ま

にお住
す

まいの外国人
がいこくじん

の方
かた

のための相談
そうだん

窓口
まどぐち

で

す。生活
せいかつ

,在留
ざいりゅう

資格
し か く

,労働
ろうどう

,医療
いりょう

,福祉
ふ く し

などで困
こま

ったこ

とがありましたら,お気軽
き が る

にご相
そう

談
だん

ください。 

対応
た い お う

言語
げ ん ご

 ：

「国際交流ひろば」は，ホームページにも掲載しています。ご自由にダウンロードしてください♪ 

≪協力隊あれこれ！≫ 

期間：原則 2 年間 

応募資格：20 歳～69 歳 

語学力目安：英検 3 級 

/TOEIC330 点など 

職種：190 種以上 

※健康診断等必要書類あり 

協力隊情報は 

こちら！ 

個別相談は 

こちら！ 
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